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緑
に
対
す
る
市
民
意
識 

○日進市に望むのは緑豊かなまち。 

○市民の緑の保全に関する関心度は高い。（約７割） 

○樹林地所有者の緑の保全に関する関心度は高い。（約６割） 

○農業者の緑の保全に関する関心度は高い。（約６割） 

 

○事業者の緑の保全に関する関心度は高い。（約５割） 

○緑の基本計画の認知度は極めて低い。（約９割） 

緑 

公
園
管
理 

公
園
利
用 

○限りある財源の中では、現在の安全を優先に考えた管理は妥

当という評価が多い。 

○公園を利用されている時間帯は、午後３時～午後５時が利用

されている時間の割合が最も高い。 

緑の量及び緑に対する市民意識調査による課題から、取り組むべき方向性及び愛知県広域緑地基本計画との整合について整理しました。 

 
【現 況】         【課 題】       【旧計画】     【課題に対する方向性】   【愛知県広域緑地計画との整合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①緑被率 

○本市全域の中で樹木や農作物といった緑で被われた割合は、

30.9％となります。 

 
②一人あたりの公園面積 

○市民が遊びや憩い等で利用する公園の一人あたりの面積は、

8.6 ㎡/人となります。 

③生産緑地面積 

○都市に残る貴重な農地として、環境の保全や無秩序な市街化の

防止の一助を担っています。 

緑

の

量 

○市街地や集落近接部における土砂崩壊

防止のために重要な役割を果たす樹林

地の保全については、私有地における

所有者の理解や協力、優良農地保全に

ついては農業振興の視点も交えた保全

策が必要。 

○現在行っている公園施設の維持管理を

継続して実施し、老朽化した公園施設

の適切な更新や地域ニーズを踏まえた

検討が必要。 

○公園緑地や自然環境の保全、整備、さ

らに維持・管理・活用の持続性につい

て、財源の確保、維持・管理コストの

適正化、担い手の確保等、さまざまな

課題が生じていることから、市民や民

間企業等の参画を促しながら、低コス

トで担い手に負担がかからずに、市民

の満足度を高めることができる取り組

みに転換していくことが必要。 

○市民が日進市を緑豊かと感じられるま

ちにすることが必要。 

○緑の基本計画の認知度を高めることが

必要。 

○市民の緑の保全活動への参加意向を高

めることが必要。 

○樹林地を遊び場や憩いの場としての活

用を許容する条件の検討が必要。 

○事業者の緑の保全を継続して維持する

ことが必要。 

○農地の保全に対しての方向性が定まら

ない農業者を、農地として維持する方向

へ促すことが必要。 

（緑の保全） 

●私有地における所有

者の理解や協力を仰

ぐ 

●公園施設の維持管理

の継続 

●地域ニーズに合致し

た適切な管理 

（緑の創出） 

●市民が日進市を緑豊

かだと感じられるま

ちづくりの推進 

（緑の支援） 

●緑の基本計画の認知度

の向上 

●市民の緑の保全活動へ

の参加を促進 

緑を受け継ぐ 

・緑の保全 

・水辺の保全 

・緑の景観の保全 

緑を修復する 

・緑の回復 

・水辺の回復 

緑を増やす 

・都市公園等の整備 

・公共用地の緑化 

・民有地の緑化 

身近な緑を皆でつく
る 

・身近な緑づくり 

緑でつなぐ 

・散策路ネットワーク
の創出 

・緑の帯の創出 

緑を支える 

・市民による緑化活動
の支援 

・市民参加の促進 

・啓発活動の推進 

○維持管理は現在の安全性を優先に考え

た手法の継続を維持していくことが必

要。 

○利用時間が集中した場合のボール遊び

等の利用調整の検討が必要。 

いのちを守る緑 

キーワード 

◆防災・減災 

◆生物多様性の確保 

◆水と緑のネットワーク 

◆意識・啓発 

暮らしの質を高める緑 

キーワード 

◆QOL(生活の質) 

◆健康増進・健康維持に資する緑 

◆花と緑のまちづくり 

◆高齢者・子育て支援 

交流を生み出す緑 

キーワード 

◆地域コミュニティ 

◆交流 ◆歴史・地域資源 

◆イベント ◆連携・協働 

◆マネジメント 

（緑の活用） 

●樹林地活用の検討 
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旧計画の施策の実施状況の課題から、取り組むべき方向性及び愛知県広域緑地基本計画との整合について整理しました。 

 

【現 況】          【課 題】    【課題に対する方向性】   【愛知県広域緑地計画との整合】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑
を
受
け
継
ぐ 

（２）水辺の保全 

①主要な河川沿岸の緑の保全 ②河川自然環境の保全 ③ため池の保全と活用  

 

 

 

 

（３）緑の景観の保全 

①自然景観の保全 ②里山景観の保全 ③田園景観の保全 ④河川景観の保全 

 

 

 

 

（１）緑の保全 

①まとまった樹林地の保全と環境重視型活用 ⑤広がりのある農地の保全 

②里山の保全活用と創出          ⑥社寺林の保全 

③市街地内に残された樹林地の保全     ⑦都市緑地法等による緑の施策の展開 

④生産緑地の保全 

緑
を
修
復
す
る 

（１）緑の回復 

①休耕田の活用 ②雑木林の里山としての回復 

 

 

 

 

 

（２）水辺の回復 

①河川やため池の自然環境の回復 

 

 

 

旧

計

画

の

施

策

の

実

施

状

況 

（１）身近な緑づくり 

①身近に感じられる緑空間の創出 ②市民緑地、借地公園等の検討 

身
近
な
緑
を 

皆
で
つ
く
る 

緑
で
つ
な
ぐ 

（１）散策路ネットワークの創出 

①水辺と緑空間のネットワーク化による散策路の創出 

②散策路沿いのポケットパーク整備の検討 

（２）緑の帯の創出 

①幹線道路の緑化推進による緑の帯の創出 

緑
を
増
や
す 

（１）都市公園等の整備 

①都市公園の整備 ②公共施設緑地の整備 ③民間施設緑地の整備 

 

 （２）公共用地の緑化 

①公共公益施設内の緑化率の向上 ④道路緑化の推進 

②市全域での緑化の推進     ⑤市の顔となる駅周辺における緑化推進 

③新規開発地における緑化ルール策定の推進 

 
（３）民有地の緑化 

①地域や家庭における緑化活動の推進 ③幹線道路沿道の緑化活動の推進 

②事業所による緑化推進の働きかけ 

 

緑
を
支
え
る 

（１）市民による緑化活動の支援 

①緑に関する助成制度の充実 ②緑に関する情報提供 ③緑に関する団体等の情報提供 

（２）市民参加の促進 

①公園ワークショップの開催 

②緑に係わる活動（花いっぱい運動、オープンガーデン等）の継続及び拡大 

③公園等愛護会及びアダプトプログラムの継続及び拡大 

④大学、小中学校、NPO等との連携 

（３）啓発活動の推進 

①緑に関する市民講座の継続及び拡大 

②緑に関する表彰制度の検討（地域、個人） 

③緑化イベント（エコツアーや花づくり講習会等）の開催 

 

○今後も継続して施策を実施することが必

要。 

○樹林や農地の保全は地権者の意向に左右さ

れるため、周知、啓発を図り、地権者の理解、

協力による保全が必要。 

○施策の実施に向けて普及啓発することが必

要。 

○今後も継続して緑化意識の向上等を図るこ

とが必要。 

○今後も継続して市民や事業者等との協働作

業を実施することが必要。 

○施策の実施に向けて検討することが必要。 

未実施 

○樹林や農地の保全は地権者の意向に左右さ

れるため、周知、啓発を図り、地権者の理解、

協力による保全が必要。 

未実施 

○今後も河川沿いの定期的な草刈りや、ホタル

に関する普及啓発講座を継続して実施する

ことが必要。 

（緑の活用） 

●市民や事業者等との

協働による緑のまち

づくりの推進 

いのちを守る緑 

キーワード 

◆防災・減災 

◆生物多様性の確保 

◆水と緑のネットワーク 

◆意識・啓発 

暮らしの質を高める緑 

キーワード 

◆QOL(生活の質) 

◆健康増進・健康維持に資する緑 

◆花と緑のまちづくり 

◆高齢者・子育て支援 

交流を生み出す緑 

キーワード 

◆地域コミュニティ 

◆交流 ◆歴史・地域資源 

◆イベント ◆連携・協働 

◆マネジメント 

（緑の創出） 

●緑化意識の向上 

●緑化活動の推進 

（緑の保全） 

●緑の保全や活用にお

ける子どもや学校と

の連携 

●緑の保全について地

権者の理解や協力を

仰ぐ 

●生物多様性の大切さ

の認識の向上 

●水辺の保全 

●普及啓発の実施 

（緑の支援） 

●花いっぱい運動や公

園等愛護会活動等の

継続 

●緑化イベント等の継

続 

●公園ワークショップ

等により市民協働を

促進 
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地域別ワークショップで出された気になるところの課題から、取り組むべき方向性及び愛知県広域緑地基本計画との整合について整理しました。 

 

【現 況】           【課 題】         【旧計画】      【課題に対する方向性】 【愛知県広域緑地計画との整合】 

 

地
域
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
気
に
な
る
と
こ
ろ
（
主
な
意
見
） 

■緑 

・東部丘陵地の保全が気になる 

・緑や野鳥が減少している 

 

緑の保全が必要 

■農地 

・休耕田が増えている 

・田畑を管理できなくなった人の土地を引き継ぎ、対策を

して欲しい 

 

農地の利用促進が必要 

■身近な緑 

・雑木林や竹林のメンテナンス 

・竹林が荒れている 

・雑草の手入れが不十分 

・市民農園の草が伸びている 

 

身近な緑の質の向上が必要 

■水 

・岩崎川の自然が活かされていない 

・川に降りて遊べる場所が少ない 

・水遊びができると良い 

・ウォーキングできるところがない 

 

水の活用が必要 

■公園や緑地の整備や管理 

・ボール遊びができない等、公園の規制が多い 

・ボール遊びをのびのびできる広いグランドが欲しい 

・公園が暗い 

・各公園とも駐車場が少ない 

・子どもたちが歩いていける公園少ない 

・北高上、子どもがあそぶには暗くて危ない 

 

公園や緑地の整備や管理について、

利用者である市民と管理者である市

との調整が必要 

■担い手 

・老齢化に伴う活動グループの維持が困難 

・田畑を管理できなくなった人の土地を引き継ぎ、対策を

して欲しい 

 

担い手の育成が必要 

 

 

 

 

 

 

（緑の保全） 

●樹林や農地の保全を

図るため、今後も地権

者の理解や協力を仰

ぐ 

 

 

 

（緑の活用） 

●公園利用の自主的な

取り組みを促進 

●農地の利用を促進 

●身近な緑の質の向上

を図る 

（緑の支援） 

●緑の担い手の育成を

促進 

 

いのちを守る緑 

キーワード 

◆防災・減災 

◆生物多様性の確保 

◆水と緑のネットワーク 

◆意識・啓発 

暮らしの質を高める緑 

キーワード 

◆QOL(生活の質) 

◆健康増進・健康維持に資する緑 

◆花と緑のまちづくり 

◆高齢者・子育て支援 

交流を生み出す緑 

キーワード 

◆地域コミュニティ 

◆交流 ◆歴史・地域資源 

◆イベント ◆連携・協働 

◆マネジメント 

（緑の創出） 

●公園利用の自主的な

取り組みを促進 

 

 

緑を受け継ぐ 

・緑の保全 

・水辺の保全 

・緑の景観の保全 

緑を修復する 

・緑の回復 

・水辺の回復 

緑を増やす 

・都市公園等の整備 

・公共用地の緑化 

・民有地の緑化 

身近な緑を皆でつく
る 

・身近な緑づくり 

緑でつなぐ 

・散策路ネットワーク
の創出 

・緑の帯の創出 

緑を支える 

・市民による緑化活動
の支援 

・市民参加の促進 

・啓発活動の推進 


